
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。  ＊上段は中間報
告、下段は最終報告

各コース長に依頼していないが、依
頼する予定である。

△ △

各コース長に、各コースの立場で研
究科の理念・目的の検証を依頼して
いるか゜、回答を得ていない。研究
科長としては、研究科の理念・目的
は、おおむね妥当と考えている。

〇 〇

教育学研究科の理念・目的の広報は
よく行われている。

◎ ◎

教育学研究科の理念・目的の広報は
よく行われている。

◎ ◎

公認心理師受験資格課程のカリキュ
ラム編成は着実に進んでいる。

◎ ◎

公認心理師受験資格課程のカリキュ
ラム編成は完成した。

◎ ◎

自己点検・評価・改善担当を設置し
た。

◎ 〇

自己点検・評価担当の会合におい
て、別途、自己点検・評価の委員会
設置するまでもないと判断した。自
己点検・評価担当としては、質保証
に向けての研究科の組織体制、手続
きは有効に機能していると判断して
いる。

〇 〇

内部質保証に向けた方針や手続きに
ついては検討中である。

△ ×

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況(上段:中間､下段:最
終）

　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

［理念・目的］
教育の理念・目的に基づき、
人材育成の目的、その他の教
育研究上の目的を適切に設定
し公表するとともに、それを
実現するために将来を見据え
た中・長期の計画その他の諸
施策を明確にする。

中　期　目　標 中　期　計　画

内部質保証の推進に責任を負う全学的
な体制を整備し、内部質保証のための
全学的な方針及び手続を明示する。

内部質保証に向けた全学的な体制、及
び全学的な方針、手続に対応して、教
育学研究科としての体制を整備し、その
体制の下で教育学研究科としての方
針、手続きの明示を検討する。

教育学研究科に、自己点検・評価・
担当教員を置き、内部質保証のため
の方針や手続きの検討をするととも
に、自己点検・評価・改善委員会を
設置することを検討する。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現する
ために、内部質保証システム
を構築し、恒常的・継続的に
教育の質の保証及び向上に取
り組む。

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　　　　　　　　　教育学研究科

理念・目的を適切に設定し、その適
切性について、定期的に検証する。

教育学研究科の理念・目的の適切性
について検証する。

教育学研究科の理念･目的につい
て、各コース長に点検を依頼し、年
度末に向けて、これらを総括して検
証する。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を学則又はこれに準ずる規則等に
適切に明示し、教職員及び学生に周
知し、社会に対して公表する。

教育学研究科の理念・目的を大学構
成員に周知するとともに、社会に公
表する。

教育学研究科の目的・理念を、ホー
ムページ及び紙媒体によって、入試
広報とあわせて、周知をはかる。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を実現していくため、将来を見据
えた中・長期の計画その他の諸施策
を設定する。

国の提示する各種資格授与に向けた
政策に対応した教育研究体制の整備
をはかる。

公認心理師資格授与のためのカリ
キュラムの検討を行う。

内部質保証の方針及び手続に基づき、
自己点検・評価を改革・改善に繋げる内
部質保証システムが有効に機能している
か検証する。

教育学研究科の内部質保証に向けた
システムが有効に機能しているか検
証する体制を整備する。

自己点検・評価・担当教員が、内部
質保証に向けた方針や手続きを検討
し、その有効性を検証する。



前項の如く、自己点検・評価担当を
中心に、質保証に向けた、体制や手
続きの検証を、随時行っている。

◎ ◎

自己点検・評価は全学的公表の内部
にとどまる。教育研究活動等につい
ては、教育学研究科教員は教育学部
教員とほぼ重なっているため、学部
の活動として公表している。

〇 〇

自己点検・評価は全学的公表の内部
にとどまる。教育研究活動等につい
ては、教育学研究科としてホーム
ページ等で公表している。中間報
告:報告の記載は誤りであった

◎ ◎

内部質保証の点検体制の点検はして
いない。

× ×

自己点検・評価担当の検討におい
て、点検・評価体制に特段の問題点
を見出さなかった。

〇 〇

［教育研究組織］
教育の理念・目的を実現する
ために、適切な教育研究組織
を整備する。

自己点検・評価の結果にもとづく提
案はできていない。

× ×

教育学研究科の教育研究組織自体
に、特段の問題点を見出さなかっ
た。

〇 〇

学位授与方針は、履修要覧他で学生
に周知し、ＨＰ等で社会に公表して
いる。

〇 ◎

学位授与方針は、履修要覧他で学生
に周知し、ＨＰ等で社会に公表して
いる。

◎ ◎

これらについても、履修要覧、ＨＰ
で十分実施している。

◎ ◎

これらについても、履修要覧、ＨＰ
で十分実施している。

◎ ◎

教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
て、定期的に検証する予定である。

△ ×

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現する
ために、学位授与方針（ディ
プロマポリシー）及び教育課
程の編成・実施方針（カリ
キュラムポリシー）を明示
し、十分な教育上の成果を上
げるための教育内容を備えた
体系的な教育課程を編成する
とともに、効果的な教育を行
うための様々な措置を講じ、
学修成果の修得状況を把握し
評価して、学位授与を適切に
行う。

教育学研究科としての内部質保証シ
ステムの点検体制の点検を実施し、
改善・向上をはかる。

教育研究組織を適切に設定し、学術
の進展や社会の要請との適合性につ
いて、定期的に点検・評価を行い、
その結果をもとに改善・向上に向け
た取り組みを行う。

教育学研究科の教育研究組織につい
て、自己点検・評価・改善担当教員
が、定期的に点検・評価を行い、そ
の結果をもとに改善・向上に向けた
取り組みを行う。

教育学研究科の教育研究組織につい
て、自己点検・評価担当教員が、定
期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた提案を
行う。

教育目標に基づく学位授与方針を設
定し、公的刊行物やホームページ等
によって、教職員及び学生に周知
し、社会に公表する。

教育学研究科としての教育目標に基
づく学位授与方針を、公的刊行物や
ホームページ等によって、教職員及
び学生に周知し、社会に公表する。

教育学研究科としての教育目標に基
づく学位授与方針を、履修要覧や
ホームページ等によって、教職員及
び学生に周知し、社会に公表する。

教育目標・学位授与方針に基づく教
育課程の編成・実施方針を設定し、
公的刊行物やホームページ等によっ
て、教職員及び学生に周知し、社会
に公表する。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現する
ために、内部質保証システム
を構築し、恒常的・継続的に
教育の質の保証及び向上に取
り組む。

内部質保証の方針及び手続に基づき、
自己点検・評価を改革・改善に繋げる内
部質保証システムが有効に機能している
か検証する。

教育学研究科の内部質保証に向けた
システムが有効に機能しているか検
証する体制を整備する。

自己点検・評価・担当教員が、内部
質保証に向けた方針や手続きを検討
し、その有効性を検証する。

教育研究活動、自己点検・評価結果、財
務、その他の諸活動の状況等を適切に
公表し、社会に対する説明責任を果た
す。

教育研究活動、自己点検・評価結
果、その他の諸活動の状況等を、
ホームページ等で公表する。

教育研究活動、自己点検・評価結
果、その他の諸活動の状況等を、
ホームページ等で公表する。

内部質保証システムの適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

教育学研究科としての内部質保証シ
ステムの定期的な点検を行い、その
結果をもとに改善・向上に努める。

教育学研究科としての教育目標・学
位授与方針に基づく教育課程の編
成・実施方針を、公的刊行物やホー
ムページ等によって、教職員及び学
生に周知し、社会に公表する。

教育学研究科としての教育目標・学
位授与方針に基づく教育課程の編
成・実施方針を、履修要覧やホーム
ページ等によって、教職員及び学生
に周知し、社会に公表する。

教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
て、定期的に検証する。

教育学研究科としての教育目標、学
位授与方針及び教育課程の編成・実
施方針の適切性について、定期的に
検証する。

教育学研究科としての教育目標、学
位授与方針及び教育課程の編成・実
施方針の適切性について、定期的に
検証する。



教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
て検証したが、現行の方針は妥当な
ものであると判断した。なお、修士
論文のあり方について検討中であ
り、本年度中に結論を出すことにし
ている。

◎ 〇

教育課程の編成は、体系的かつ適切
である。

◎ ◎

教育課程の編成は、体系的かつ適切
である。

◎ ◎

十分実施できている。 ◎ ◎

十分実施できている。 ◎ ◎

継続的に実施中である。 ◎ 〇

継続的に実施している。 ◎ ◎

継続実施中である。 ◎ 〇

継続的に実施している。 ◎ ◎

十分実施している。 ◎ ◎

十分実施している。 ◎ ◎

継続実施している。 ◎ 〇

継続実施している。 ◎ ◎

継続実施している。 ◎ 〇

学生の自主的学習の推進、厳格な成
績評価は確実に実施している

◎ ◎

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現する
ために、学位授与方針（ディ
プロマポリシー）及び教育課
程の編成・実施方針（カリ
キュラムポリシー）を明示
し、十分な教育上の成果を上
げるための教育内容を備えた
体系的な教育課程を編成する
とともに、効果的な教育を行
うための様々な措置を講じ、
学修成果の修得状況を把握し
評価して、学位授与を適切に
行う。

教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
て、定期的に検証する。

教育学研究科としての教育目標、学
位授与方針及び教育課程の編成・実
施方針の適切性について、定期的に
検証する。

教育学研究科としての教育目標、学
位授与方針及び教育課程の編成・実
施方針の適切性について、定期的に
検証する。

教育課程の編成・実施方針に基づ
き、学部・学科に応じたカリキュラ
ムマップやツリーを作成して、必要
な授業科目を適切に設定し、接続性
や順次性のある教育課程を体系的に
編成する。

教育学研究科としての教育課程の編
成・実施方針に基づき、必要な授業
科目を適切に設定し、教育課程を体
系的に編成する。

教育学研究科としての教育課程の編
成・実施方針に基づき、必要な授業
科目を適切に設定し、教育課程を体
系的に編成する。

教育目標の達成に向けた授業形態、
学生の主体的参加を促す授業方法
（アクティブラーニング）など、学
修指導を充実する。

教育学研究では、学生の主体的参加
を促す授業方法（アクティブラーニ
ング）などを実施しており、それを
一層充実する。

教育学研究では、学生の主体的参加
を促す授業方法（アクティブラーニ
ング）などを実施しており、それを
一層充実する。

コースワークとリサーチワークを適
切に組み合わせた大学院教育を行
う。

教育学研究科教育臨床心理学コース
は、コースワークとリサーチワーク
を組み合わせた教育を実施している
ので、これを継続する。他のコース
については、必要に応じて、それを
行う。

教育学研究科教育臨床心理学コース
は、コースワークとリサーチワーク
を組み合わせた教育を実施している
ので、これを継続する。他のコース
については、必要に応じて、それを
行う。

教育効果を上げるための多様な手段
の導入と情報ネットワークを利用し
た教育システムへ展開し、キャンパ
ス外教育を推進する。

教育学研究科では、教育効果を上げ
るため、情報ネットワークの利用、
キャンパス外教育など、多様な手段
を導入した教育システムへ展開して
おり、これを継続、推進する。

教育学研究科では、教育効果を上げ
るため、情報ネットワークの利用、
キャンパス外教育など、多様な手段
を導入した教育システムへ展開して
おり、これを継続、推進する。

授業の目的、到達目標、授業内容・
方法、授業計画、成績評価方法・基
準等を明らかにしたシラバスを、統
一した書式で作成し、公表する。

教育学研究科では、授業の目的、到
達目標、授業内容・方法、授業計
画、成績評価方法・基準等を明らか
にしたシラバスを、統一した書式で
作成して公表しており、より一層の
充実をはかる。

教育学研究科では、授業の目的、到
達目標、授業内容・方法、授業計
画、成績評価方法・基準等を明らか
にしたシラバスを、統一した書式で
作成して公表しているが、より一層
の充実をはかる。

シラバスの内容と授業内容・方法と
の整合性を取り、シラバスに基づく
授業を行う。

教育学研究科では、シラバスの内容
と授業内容・方法との整合性のある
授業を実施しているが、これを継
続、推進する。

教育学研究科では、シラバスの内容
と授業内容・方法との整合性のある
授業を実施しているが、これを継
続、推進する。

厳格な成績評価を実施するシステム
と制度を構築し、学生学修力の向上
と教育の質の改善を図り、単位制度
の趣旨に基づく成績評価、単位認定
を適切に行う。

単位制度の実質化に向けて、学生の
自主的学習を進め、厳格な生成期評
価を、継続実施する。

単位制度の実質化に向けて、学生の
自主的学習を進め、厳格な生成績評
価を、継続実施する。



学位授与は適切に実施している。 ◎ ◎

学位授与は適切に実施している。

研究報告会を尊重することにおいて
実施して、学生および教員の自己点
検評価の機会としている。

◎ ◎

研究報告会を極めて重視して実施
し、学生および教員の自己点検評価
の機会としている。

◎ ◎

研修・研究の機会を設けることを検
討していない。

× ×

FDの一環として、理事長、学長との
意見交換会を実施した。

◎ ◎

学位審査の機会がまだないが、準備
している。

〇 △

学位論文審査を行い、その場で審査
方法について検討した。現行の方法
を踏襲することとした。

◎ ◎

アドミッションポリシーの周知、公
表は十分実施している。

◎ ◎

アドミッションポリシーの周知、公
表は十分実施している。

◎ ◎

学生募集・学生選抜は適切に実施し
ている。

◎ ◎

学生募集・学生選抜は適切に実施し
ている。

◎ ◎

定員をみたしていないので、検討し
ている。

△ △

定員を満たしておらず、他面、コー
スにおける入学者数に不均衡がある
ので、検討している。

〇 △

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

教育学研究科としての適切な定員を
設定しており、それにもとづいて在
籍者数の管理を適切に実施してい
る。

教育学研究科としての適切な定員設
定にもとづく、在籍者数の適切な管
理を継続する。

求める学生像、学生の受け入れ方針
（アドミッションポリシー）を設定
し、公的刊行物やホームページ等に
よって、受験生に周知し、社会に公
表する。

教育学研究科として策定した学生受
け入れ方針（アドミッションポリ
シー）を、紙媒体及びホームページ
等で、受験生に周知する。

教育学研究科として策定した学生受
け入れ方針（アドミッションポリ
シー）を、紙媒体及びホームページ
等で、受験生に周知する。

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

教育学研究科の策定した学生の受け
入れ方針に基づき、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を行う。

教育学研究科の策定した学生の受け
入れ方針に基づき、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を行う。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現する
ために、学生の受け入れ方針
を明示し、その方針に沿って
適切な入学者選抜制度により
公正な受け入れを行う。（留
学生を含む）

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現する
ために、学位授与方針（ディ
プロマポリシー）及び教育課
程の編成・実施方針（カリ
キュラムポリシー）を明示
し、十分な教育上の成果を上
げるための教育内容を備えた
体系的な教育課程を編成する
とともに、効果的な教育を行
うための様々な措置を講じ、
学修成果の修得状況を把握し
評価して、学位授与を適切に
行う。

学修成果を測定するための評価指標
（ルーブリック評価など）を適切に
設定し、学位授与（卒業・修了認
定）を適切に行う。

教育学研究科で設定している学位授
与方針にのっとり、適切に学位授与
を行う。

教育学研究科で設定している学位授
与方針にのっとり、適切に学位授与
を行う。

学位授与にあたり学位論文審査の基
準を適切に設定し、学生に明示す
る。

教育学研究科では、学位授与にあ
たっての学位論文審査の基準を適切
に設定し、学生に明示しており、そ
の適切性を検証する。

教育学研究科における、学位授与に
あたっての学位論文審査の基準の適
切性を、学位審査会の機会に検証す
る。

授業評価アンケートや相互授業参観
などにより、教育成果について定期
的な検証を行い、その結果を授業の
内容及び方法の改善に反映させる。

教育成果の検証機会を設けて、その
結果を、授業の内容や方法の改善を
はかる。

学生の半期ごとの研究報告会を、教
育成果の検証の機会とし、それもと
づいて、授業の内容や方法の改善を
はかる。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、組織的な研修・研究の機会を設
ける。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、教育学研究科としての研修・研
究の機会を設けることを検討する。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、教育学研究科としての研修・研
究の機会を設けることを検討する。



学生の受け入れの適切性について
は、点検・評価を行っている。

◎ ◎

学生の受け入れの適切性について
は、点検・評価を行っている。

◎ ◎

教員組織の編成については検討して
おり、適切と考えているのて、大学
院学則の変更は不要と考えている。

◎ ◎

教員組織の編成については検討して
おり、適切と考えているのて、大学
院学則の変更は不要と考えている。

◎ ◎

教員組織、教員配置は適切である。 ◎ ◎

教員組織、教員配置は適切である。 ◎ ◎

教員人事は適切である。 ◎ ◎

教員人事は適切である。 ◎ ◎

ＦＤは全学と連携して適切に実施し
ている。

◎ ◎

ＦＤは全学と連携して適切に実施し
ている。

◎ ◎

教員組織については適切と判断して
いるが、教育研究活動については、
構成員のほとんどが教育学部教員と
重なっているため、研究科教員固有
の活動と判別しにくい状況にある
が、検討する。

△ △

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

自己点検・評価担当教員を中心に、
教育研究活動等、教員組織の適切性
について、年度末を目途に、点検・
評価を行い、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行う。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きを明確にして、適切
な教員人事を行う。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きは明確であり、引き
続き、適切な教員人事を行う。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きは明確であり、引き
続き、適切な教員人事を行う。

ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施
し、教員の資質向上及び教員組織の
改善・向上を図る。

全学的なＦＤ活動と連携してＦＤを
実施し、教員の資質向上を図る。

全学的なＦＤ活動と連携してＦＤを
実施し、教員の資質向上を図る。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、各学部･
研究科等の教員組織の編制に関する
方針を明示にする。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、教育学
研究科の教員組織の編制に関する方
針を明示することを検討する。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、教育学
研究科の教員組織の編制に関する方
針定めるため、大学院学則の検討を
行う。

教育課程・編制方針に基づき、教育
研究活動を展開するため、授業科目
と担当教員の資格・適合性を明確に
して、教員組織を適切に編制する。

教員組織は、教育課程に沿って整備
されており、また授業科目と担当教
員の資格・適合性も、明確となって
いるので、引き続き、これにもとづ
き適正に配置する。

教員組織は、教育課程に沿って整備
されており、また授業科目と担当教
員の資格・適合性も、明確となって
いるので、引き続き、これにもとづ
き適正に配置する。

学生の受け入れの適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

教育学研究科としての学生の受け入
れの適切性について定期的に点検・
評価を行い、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行う。

教育学研究科としての学生の受け入
れの適切性について、入学合否判定
会議の機会に点検・評価を行い、そ
の結果をもとに改善・向上に向けた
取り組みを行う。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現する
ために、学生の受け入れ方針
を明示し、その方針に沿って
適切な入学者選抜制度により
公正な受け入れを行う。（留
学生を含む）

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現する
ために、求める教員像や教員
組織の編制方針を明確にし、
それに基づく教員組織を整備
するとともに、ファカル
ティ・ディベロップメント
（ＦＤ）活動を実施して絶え
ず教員の資質向上に取り組
む。



教員組織については適切と判断して
いるが、教育研究活動については、
構成員のほとんどが教育学部教員と
重なっているため、研究科教員固有
の活動と判別しにくい状況にある。
ただし、研究科固有のものとして
「教育学研究科紀要」を発刊してお
り、研究科教員、大学院生の研究の
活性化に寄与している。

◎ ◎

学生支援方針を明示できていない。 × ×

学生支援方針を策定し、個別史苑、
コースとしての支援、研究科として
の支援をはかることとしている。

◎ 〇

全学的体制と連動して、実施してい
る。

〇 〇

全学的体制と連動して、実施してい
る。

〇 〇

学生対応は適切になされている。 ◎ ◎

学生対応は適切になされている。 ◎ ◎

この問題は、現在は存在しないが、
配慮はしている。

〇 〇

この問題は、現在は存在しないが、
配慮はしている。

〇 〇

学生の経済的支援について全学体制
りもとで、配慮している。

〇 〇

学生の経済的支援について全学体制
りもとで、配慮している。

〇 〇

健康・福祉への配慮、および、ハラ
スメント防止について十分配慮して
いる。

◎ ◎心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適切
に行う。

全学的な取り組みと連携して、心身の健
康保持・増進及び安全・衛生へ配慮す
るとともに、学生の人権を保障し、ハラス
メント防止のための措置を適切に行う。

全学的に行われる各種の研修会等を
通じて、心身の健康保持・増進及び安
全・衛生へ配慮を喚起するとともに、全
学として設置されているハラスメント防
止委員会と連携して、学生の人権を保
障し、ハラスメント防止のための措置を
適切に行う。

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

学生担当教員は、障がいのある学生に
対する修学支援措置を適切に行うものと
する。

学生担当教員は、障がいのある学生に
対して、適切な修学支援を行う。

奨学金等をを通じた経済的支援の充実
を図り、安定した学生生活の実現に努め
る。

全学と連携して、奨学金等を通じた経済
的支援の充実を図り、安定した学生生
活の実現に努める。

全学と連携して、奨学金等をを通じた
経済的支援の充実を図り、安定した学
生生活の実現に努める。

学生学修意欲喚起や学修時間の確保に
向けての学修e-ポートフォリオの導入
で、学修支援を推進する。

全学における学生学修意欲喚起や学
修時間の確保に向けての学修e-ポート
フォリオの導入に連動して、学修支援を
推進する。

全学における学生学修意欲喚起や学
修時間の確保に向けての学修e-ポート
フォリオの導入に連動して、学修支援を
推進する。

留年者及び休・退学者の状況を把握し、
低減に向けての部局での方策を検討
し、適切に対処する。

学生担当教員は、留年者および休・
退学者の状況を調査して、適切に対
処するものとする。

学生担当教員は、留年者および休・
退学者の状況調査を踏まえて、適切
に対処する。

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

自己点検・評価担当教員を中心に、
教育研究活動等、教員組織の適切性
について、年度末を目途に、点検・
評価を行い、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行う。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

学生担当教員は、学生に対する修学
支援、生活支援、進路支援など、学生
支援に関する方針を明示する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するた
めに学生支援に関する方針を明
確にし、学生が学修に専念し、安
定した学生生活を送ることができ
るよう、修学支援、生活支援およ
び進路支援を適切に行う。



健康・福祉への配慮、および、ハラ
スメント防止について十分配慮して
いる。

◎ ◎

キャリア・支援、進路選択の指導は
よく行っている。

◎ ◎

キャリア・支援、進路選択の指導は
よく行っている。

◎ ◎

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

教育学研究科における学生支援の適切
性について定期的に点検・評価し、その
結果をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

学生担当教員は、学生支援の適切性
について定期的に点検・評価し、その
結果をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

学生支援の適切性の定期的点検は十
分とはいえない。
－－－－－－－－－－－－
学生支援の適切性について点検し
て、改善に努めている。

△
－－
〇

×
－－
△

外部組織との連携は積極的であり、
心理教育相談室の支援も活発であ
る。

◎ ◎

外部組織との連携は積極的であり、
心理教育相談室の支援も活発であ
る。

◎ ◎

グローバル化に向けての用意はある
が、その機会がない。

× ×

公認心理師受験資格課程の導入との
関係でカリキュラムは過密化してい
るが、適切性には十分配慮してい
る。

〇 〇

公認心理師受験資格課程の導入との
関係でカリキュラムは過密化してい
るが、適切性には十分配慮してい
る。

〇 〇

3ポリシーに基づく教養・専門教育カリ
キュラムの体系化とスリム化、主体的学
びによる教育の質転換、学生が成長を
実感できる教育改革の推進と教育力の
飛躍的向上により、魅力ある独自教育ブ
ランドを確立する。

教育臨床心理学コースを中心に、カ
リキュラムのスリム化に取り組む。

教育臨床心理学コースを中心に、カ
リキュラムのスリム化に取り組む。

社会へのサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学外組
織との連携協力による教育研究を推進
し、教育研究成果を適切に社会に還元
する。

行政、学校園の活動に積極的に協力
するとともに、心理教育相談室の活
動を支援する。

行政、学校園の活動に積極的に協力
するとともに、心理教育相談室の活
動を支援する。

グローバル化促進として、留学生の積極
的な受け入れ、さらに外国人研究者活
躍の場を広げ、本学の構成員の国際的
活動能力の向上を図る。

全学的な体制の下で、留学生受け入
れについて、積極的な態度をとると
ともに、外国人研究者との教育研究
の連携を深めて行く。

グローバル化に向けての活動機会を
増加する。

心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適切
に行う。

全学的な取り組みと連携して、心身の健
康保持・増進及び安全・衛生へ配慮す
るとともに、学生の人権を保障し、ハラス
メント防止のための措置を適切に行う。

全学的に行われる各種の研修会等を
通じて、心身の健康保持・増進及び安
全・衛生へ配慮を喚起するとともに、全
学として設置されているハラスメント防
止委員会と連携して、学生の人権を保
障し、ハラスメント防止のための措置を
適切に行う。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンスを
実施する。

全学的な取り組みと連携して、キャリア
支援や進路選択に関わる指導・ガイダ
ンスを実施する。

学生担当教員は、キャリア支援や進路
選択に関する・指導・ガイダンスを実施
する。

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するた
めに、社会連携・社会貢献に関
する方針を明確にし、その方針
に沿って社会との連携に配慮
し、教育研究成果を広く社会に
還元する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するた
めに学生支援に関する方針を明
確にし、学生が学修に専念し、安
定した学生生活を送ることができ
るよう、修学支援、生活支援およ
び進路支援を適切に行う。

［特色ある取り組み］
学生自らが成長を実感できる
教育改革、充実した学生生活
支援、新たな価値を創出する
地域連携活動などを通して、
本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化
を図るため、特色ある大学改
革を推進する。

【平成２９年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】


